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測定結果概要 

 

１ 測定場所  高陵中学校、本村小学校 

 

２ 測定期間  令和２年５月２５日～６月２３日 

 

３ 測定分析結果（概要） 

（１）騒音レベル 

ア 最大値及び平均値 

本測定における最大騒音レベル（※）（以下「実測値」という。）の最大値

は、高陵中学校で７７．１ｄＢ（Ｂ７７３）、本村小学校で７７．５ｄＢ（Ｂ

７７２）、また、同平均値（以下「実測平均値」という。）は、高陵中学校で

７０．２ｄＢ、本村小学校で７０．２ｄＢです。 

  ※最大騒音レベルとは、騒音の発生ごとに観測される騒音レベルが最も大

きかった瞬間の値 

 

イ 機体別の実測平均値と推計平均値との比較 

国が公表している最大騒音レベルの推計平均値（※）（以下「推計平均値」

という。）と実測平均値を機体別（６機体）で比較したところ、高陵中学校

においては、すべての機体で推計平均値を超えており、本村小学校において

は、Ｂ７７３は推計平均値と同等、Ａ３２０は推計平均値以下となりました

が、その他機体では推計平均値を超えています。 

  ※国土交通省公表『実機飛行確認における航空機騒音の測定結果について』

を参照 

【比較機体】大型機：Ｂ７７２、Ｂ７７３、中型機：Ｂ７６３、Ｂ７８８ 

小型機：Ｂ７３８、Ａ３２０ 

 

ウ 推計平均値を超えた回数 

実測値が推計平均値を超えた回数は、高陵中学校で多く計測され、主な機

体としては、Ｂ７３８で２３０回（１００％）、Ｂ７８８で５１回（１００％）、

Ｂ７６３では６３回（９５．５％）となります。 

  ※括弧内は騒音発生回数と推計平均値を超えた回数の割合 

 

エ 機体別の実測平均値 

機体別の実測平均値は、上位は順に高陵中学校及び本村小学校ともに①Ｂ

７７３（大型機）、②Ｂ７７２（大型機）、③Ｂ７６３（中型機）となりまし

た。また、下位は順に高陵中学校及び本村小学校ともに①ＤＨ８Ｄ（小型機）、

②Ｅ１９０（小型機）となり、③が高陵中学校Ａ３２０（小型機）本村小学

校Ａ２０Ｎ（小型機）の結果となりました。 

  ※対象機はＣ滑走路着陸機かつ騒音発生回数が１０回を超える機体 
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（２）騒音発生回数 

羽田空港Ａ、Ｃ滑走路着陸機による騒音発生回数は、高陵中学校で１日１

１～４３回、総発生回数は７１８回で１日平均３２．６回でした。本村小学

校においては、１日１０～４０回、総発生回数は６７５回で１日平均３０．

６回でした。通常運行で想定される回数の概ね３０％となっています。 

※１日平均は南風運用実施日（２２日）の１日あたり騒音発生回数 

 

（３）騒音評価値 

ア 時間帯補正等価騒音レベル（Ｌｄｅｎ） 

航空機騒音評価値については、南風運用時間が１日のうち２、３時間程度

と限定的であることから、２４時間で算出するＬｄｅｎの値は、測定期間（３

０日間）を通じた平均値で、高陵中学校で４７．２ｄＢ、本村小学校では４

６．９ｄＢと、環境基準値内（※）となりました。 

※Ｌｄｅｎとは、昼間、夕方、夜間の時間帯別に重みを付けて求めた１日の

等価騒音レベル 

※環境基準は『航空機騒音に係る環境基準について』（昭和 48.12.27 環境

庁告示第 154 号、改正 平成 19 年環告 114）を参照 

 

イ 等価騒音レベル（Ｌｅｑ） 

高陵中学校の南風運用時間帯における等価騒音レベル（航空機Ｌｅｑ，４

ｈ）は、測定期間（３０日間）を通じた平均値で、５３．２ｄＢとなり、南

風運用時（２２日間）では５４．５ｄＢ、それ以外（８日間）で３７．５ｄ

Ｂとなりました。また、本村小学校では、通期（３０日間）５２．５ｄＢと

なり、南風運用時（２２日間）では５３．９ｄＢ、それ以外（８日間）で３

２．５ｄＢとなりました。 

※Ｌｅｑとは、ある時間内で変動する騒音の騒音レベルをエネルギー的な平

均値として表した量（上記値は１５時から１９時の４時間の間に発生した航

空機騒音を対象とし、算出） 

 

（４）飛行高度と気象との関係 

 ア 飛行高度 

高陵中学校で５７９ｍ～８７１ｍ、平均７４８ｍ、本村小学校では４８３

ｍ～８７４ｍ、平均６７４ｍ、２地点における高度差は７４ｍでした。 

また、実測平均値は、高陵中学校で７０．５ｄＢ、本村小学校では７０．

２ｄＢであり、実測平均値の差は０．３ｄＢでした。 

  ※Ｃ滑走路着陸機での比較 

 

イ 気象 

雨、風等による航空機騒音への影響は、南風運用時に雨天であった日は１

日のみ（６月１１日）、かつ、風向きがほぼ同一方向（南風）のため、確認で

きませんでした。 
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（５）その他就航状況等 

ア 風向別の運用割合 

国が示している過去３年間の南風運用は、５月は５５％、６月は４７％と

なっていますが、今回の測定期間の割合は、約７０％と高い割合になってい

ます。 

 

イ 就航率 

羽田空港の就航率については、予定が２１，３８６便、欠航が１５，９３

７便で、就航率は２５．５％でした。 

 

ウ 機体サイズの割合 

大型機１０．０％、中型機２１．０％、小型機６９．０％となりました。 

※２月の実機飛行時の同割合は、大型機２１．３％、中型機２５．７％、小

型機５３．０％でした。 

  

エ 型式の割合 

大型機のうちＢ７７２が約６割を占め、また、中型機のうちＢ７６３が約

５割、小型機においてはＢ７３８が約５割の割合を占めていました。 

 

４ まとめ 

（１）実測値の最大値 

国は最大騒音レベルの最大値を示していませんが、推計平均値の最大であ

る大型機（Ｂ７７３）の場合は、高度７６０ｍでは７２ｄＢ、６１０ｍでは

７４ｄＢとしています。 

本測定における実測値の最大値は、高陵中学校で７７．１ｄＢ、本村小学

校では７７．５ｄＢであり、７５ｄＢを超えると騒音レベル「幹線道際、掃

除機、騒々しい街頭」に該当します。 

  ※国土交通省航空局発行の「羽田空港のこれから」を参照 

 

（２）機体別の実測平均値と推計平均値との比較 

高陵中学校ではすべての機体、本村小学校ではＢ７７３及びＡ３２０を除

くすべての機体で実測平均値が推計平均値を超えていました。 

 

（３）航空機騒音評価値 

２４時間で算出するＬｄｅｎの値は４７ｄＢ前後と、環境基準値内となり

ました。また、南風運用時間帯の航空機Ｌｅｑ，４ｈでは、南風運用が有の

場合と無の場合との差が、高陵中学校で１７．０ｄＢ、本村小学校で２１．

４ｄＢとなりました。 

（４）本調査分析での留意点 

現在は新型コロナウイルスの影響により、通常より便数が少なく、かつ、

乗客数減少に伴う小型機の割合増の状況下での結果であることに留意する

必要があります。 


